



































































































ちょうど同じ頃,死 を承知で鎮痛剤 を打 ちつつ
symposiumの座長をつとめられた大阪大学の垣内
史朗教授は静かに永遠のねむりにつかれた｡国際
会議は華かにしかもスムースに進行したが,その
裏には喜びと悲しみが交錯 して,それはまさに人
間模様のおりをすひと駒でもあった｡
今,残務多忙とはいいながら,あの忙 しかった
秒きざみの日々からみると,潮が引いたようを空
間の静寂の中に私はいる｡ 果して多大の費用とエ
ネルギーを必要とした国際会議が,人類にとって
本当に意義のあるものであったかどうか,私は
自問する｡ 4年後の主催国Canadaの委員たちは,
今何を考えて動き出そうとしているのか,私は同
情する｡ しかしこの4年間を私は決して雑用に明
け暮れたとは思っていない ｡誰かがしなければい
けないことを,自分の責任において押し進めた4
年間は,私にとって過去のいずれの時期よりも充
実したものであった｡ それがもし真夏の夜のはか
ない夢であったとしても,私にとってはやはり美
しい夢なのである｡
(ⅢTCCB 事務局長,研究会理事)
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